
議会を傍聴しませんか？　次の定例会は、12 月９日（火）開会予定です。
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後 記

７月 18日 議会広報特別委員会

８月 ７日 行政視察来庁（広島県安芸高田市）

７日 総務常任委員会

18日 文教常任委員会

27日 議会運営委員会

29日 建設経済常任委員会

９月 ４日 議会運営委員会

５日 議会全員協議会

５日 文教常任委員会

　 ９日～22日 第３回定例会

17日 総務常任委員会

17日 建設経済常任委員会

17日 文教常任委員会

　 17日～18日 福祉環境常任委員会

22日 議会広報特別委員会

22日 議会運営委員会

22日 議会全員協議会

10月 ３日 議会運営委員会

３日 議会全員協議会

３日 第１回臨時会

  月　日

　市議会では市議会だよりに『私のメッセージ』コーナーを設置し、広く市民の皆様

からのご意見を募集いたします。奮ってご応募ください。

　応募方法：封書・FAX またはメールで 600 字以内（氏名・住所・電話番号を記入）

　応募のあて先・お問い合せは市議会事務局まで

　　TEL 0296-75-3111　FAX 0296-75-6633

　　〒 309-1292　桜川市岩瀬 64 番地２　E-mail  g ika i@c ity .sakuragawa. lg . jp

　新聞やテレビの報道で、格差、ホームレ

ス、偽装等のいやな言葉がやたら目につく。

親が子を、子が親を、だれでもいいから等、

凶悪で残忍な事件も。とてもやりきれない。

　本人や家族や教育に問題があると言えば

それも一因であると思う。

　しかし、一つひとつよく見ると問題は、そ

れだけではないような気がする。

　個人の力や努力ではいかんともしがたい

複雑化する不安な社会、テレビを見ると「本

当にすみませんでした。」と頭を下げる人た

ち。助け合い連帯して生きていく力の低下、

残念でならない。

　人が生き生きと暮らすためには安定した

社会が当然ながら必要であり、政治の役割

は極めて大きいと思う。

　本当に社会のために。
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